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基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 地域で大切にする子育て環境

本町の強みとして、自然が豊かでのびのびと遊べる環境がある一方で、出生数は減少傾向にあり、子育て環境
整備に向けた取り組みが必要となっています。

母子の健康が保持・増進され、豊かな自然の中で子どもが遊び、子育てと仕事が両立できる、子育て世代に選
ばれるまちを目指します。

子育て環境は各家庭の問題と捉えるのではなく、子育てを応援するため地域全体で以下のような取り組みを
行っていきます。
・乳幼児健診、訪問指導、育児相談等切れ目のない子育て支援サービスの充実を図ります。
・保育所再配置を検討し、適正な児童数での保育所運営、公園環境の維持管理、歩道の整備等を進めます。
・子どもやひとり親などの医療費や不妊に悩む夫婦の一般不妊治療費を助成します。
・子育て支援事業や一時保育、延長保育等の保育サービスなど、子育てと仕事の両立支援を充実させるととも
に、ファミリー・サポート・センター等の新しい事業についてはニーズを考慮し実施を検討するなど、町として子育
てを応援するため実践的な取り組みを行っていきます。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

子ども医療費 保険年金室 子ども医療費及び一般不妊治療費の助成を行います 48,698 54,194 Ｂ 2-6
4-10-
4

母子家庭等医療
費

保険年金室
18歳に達する年度末までの児童を扶養している配偶者のいな
い母（父）とその児童を対象に、医療費の自己負担額を助成し
ます

10,280 11,667 Ｂ  
4-10-
5

児童手当等支給
事業費

健康子育て
室

家庭生活の安定と次代の社会をになう児童の健全な育成及び
資質の向上を目的として、児童手当、遺児手当を支給します 207,118 207,021 Ａ  

4-13-
2

保育所一般管理
費

健康子育て
室

保育サービスの充実を図ります 150,017 128,392 Ａ 2-8
4-13-
3

子育て支援セン
ター・どんぐり園
事業費

健康子育て
室

子育て支援センター（おひさま）、どんぐり園の充実を図ります 4,102 2,226 Ａ 2-9
4-13-
4

放課後児童健全
育成事業費

健康子育て
室

放課後児童クラブの充実を図ります 8,628 11,556 Ａ 2-10
4-13-
5

児童遊園等整備
事業費

健康子育て
室

児童遊園の適正な管理と利用の促進を図ります 256 417 Ａ  
4-13-
7

母子保健事業費
健康子育て
室

子どもを安心して生み育てることができる環境づくりに努めま
す 14,008 12,786 Ａ 2-14

4-13-
15

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

家庭教育推進事
業費

社会教育課
子どもの健全育成を進めるため、家庭教育推進事業、家庭の
日・町民あいさつ運動の啓発を実施します 1,057 1,297 Ｂ 2-26

4-17-
3

5-3

286



６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9578  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○子育て世代同士が交流したり、協力し合う活動に積極的に参加する。
○近所の子どもへの声掛けや見守りをする。
○違う地区同士の親子が関わり、連携できる機会を増やす。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
■具体的な要望等
①一般不妊治療費助成はいいことだと思います。
②予算を組む上で、例年通りのルーチンでは意味がない。より柔軟な対応ができるのは民間だが、消滅可能性地域に参入する事業者も子育て関連で内
発的に始まる市民団体のようなものも見込めないのであれば、行政が多地域の先進的な行政サービスを模倣するでもいい。今は心の豊かさに価値を置
いて行動する子育て世代が多い時代で、多少不便でも心の豊かさのある地域を居住地に選ぶ。この地域はそういう豊かさがあるので、これ以上子育て世
代が流出しないようにすることと、魅力を感じて来てくれる子育て世代が失望しないように受け皿を充実することに重きを置くと良い。特に、観光地であるこ
の地域の働き方は土日祝に子どもを預かる所が必要なので、その休日保育の整備をすすめてはどうか。
③放課後児童クラブの取り組みについて詳しく知りたいと思いました。充実とはどの程度のものなのかも知りたいです。
④離島にも放課後の児童クラブ等があればいいなと思う。
⑤小中一貫校を地域ごとに（師崎、豊浜、内海）地域ごとの特色を強く打ち出し、南知多町で教育を受けさせたいと思わせる。
⑥廃校、廃園になる場所を生かした事が出来ないか。
⑦人口減少対策に最重点政策とする。
⑧子育てサービスの拡充はもちろんだが、その情報の提供や紹介を専門とする”子育てコンシェルジュ”部門を設置してはどうか。広く町民に認知させ、気
軽に相談できる窓口とする。
⑨子ども医療費の不妊治療費に関して、全国的に妊娠できない夫婦は増えていて、治療による金の補助をすれば解決するとは思えない部分がある。お金
を出すだけではなく、なぜ不妊なのか、その原因の解明を国がもっと力を入れてやってもらうように働きかけて欲しい。糖質摂り過ぎを改善したら妊娠でき
た例があったり、最前線では解決法が提示されていたりする。（TV(NHK)でも放送されていた）お金のばらまきは財政の不健康となり得るので、長い目では
あるが「元を正す」方向にも向かって欲しい。
若い子育て世代は、SNSで不安や不便さを共有して解決できる環境にしてやることが大切かと思います。地域の中で富や資産を分配して共有して安心して
暮らせる環境を創れたらいいと思います。
⑩保育所に入所前の子育て中、美容院、歯医者など時間単位で気軽に預けられる半田市の子育て支援センターを利用していた。その時は町内でも一週
間前の予約ではなく、そういったサービスがあれば良いと思っていました。
⑪昨年、小学校、中学校の統合問題が出され、小学校の統合が決定されました。保育園から小学校は、子育ての最も重要な条件です。学校を廃止するこ
とにより、子育て生活が大きく変化せざるを得ません。父母や地域の皆さんは、もっと話し合いを継続することを望みました。
⑫保育、児童クラブは年齢や定員縛り、優先順位で入れない場合がある為、希望者は全員入れるようになるといいです。
⑬自営業なので、妊娠出産したら働けず収入が激減してしまう。会社勤めであれば産休育休があるが、自営業者やフリーランスは妊娠出産期間の部分的
な所得補償や出産交付金などがないと急な収入減に対応できないため、出産に踏み切れない。
⑭一時保育がクイックに利用できない。利用して欲しくなさそう。
⑮病児保育がない。美浜町は役場で病後保育があるが、それを南知多と協働させてもらえないか。
⑯土日が忙しい観光業も多く、農業漁業にも土日は無いのに、土日に預ける先がない。
⑰職員の方と接していると、「保育のサービスは有限で、受けられるのは限定した対象者だけ。対象者を絞って行政サービスを節約したい」と感じる。それ
が影響してなのか保育の現場も「保護者を甘やかさないように」というギスギスした空気を感じる。子育て政策に予算とマンパワーを割いてほしい。
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